
土木学会誌 vol.93 no.1 January 2008 76

土
木
学
会
の
動
き 

土
木
学
会
国
際
委
員
会
の
活
動
と

連
動
し
て
、
高
知
工
科
大
学
社
会
シ

ス
テ
ム
工
学
科
は
モ
ン
ゴ
ル
理
工
大
学

（M
ongolian

U
niversity

of
Science

and
T
echnology：

M
U
S
T
、写
真
1
）

と
連
携
し
、
学
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
人
材
育
成
・
技
術
開
発
活
動
を
実

施
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
活

動
内
容
に
つ
き
報
告
を
行
う
。

人
材
育
成
・
技
術
開
発
活
動
へ
の

要
請2

0
0
6
年
7
月
7
日
に
高
知
工

科
大
学
社
会
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
建
設
・
都
市
開
発

省
を
訪
問
し
た
際
、
先
方
よ
り
技
術

的
支
援
に
つ
い
て
の
要
請
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
理
工
大
学
側
か
ら
も

同
様
の
支
援
要
請
が
あ
り
、
人
材
育

成
、
技
術
開
発
活
動
を
共
同
で
継
続

的
に
実
施
す
る
こ
と
の
合
意
文
書
を

締
結
し
た（
2
0
0
6
年
8
月
）。

大
学
連
携
に
よ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

2
0
0
6
年
10
月
7
日
、
8
日
に
は

土
木
学
会
国
際
委
員
会
の
学
術
交
流

基
金
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
こ
で
は
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

技
術
者
教
育
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
、

モ
ン
ゴ
ル
の
建
設
産
業
問
題
、
橋
梁
設

計
・
施
工
技
術
な
ど
に
つ
い
て
発
表
が

行
わ
れ
、
65
名
が
参
加
し
た
。
こ
の
と

き
、
モ
ン
ゴ
ル
理
工
大
学
か
ら
以
下
に

つ
い
て
の
要
請
が
あ
り
、
以
後
継
続
し

て
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

●

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
演
習
室
設
置
へ
の
物

的
支
援

●

建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
設
置

●

交
換
留
学
や
共
同
研
究
活
動

●

建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
お
よ
び
構
造
・
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
学
に
関
す
る
書
籍
・

文
献
・
基
準
類
の
提
供

な
お
、
モ
ン
ゴ
ル
理
工
大
学
内
に
は

す
で
に
共
同
研
究
・
教
育
活
動
の
受
け

皿
と
し
て
建
設
工
学
研
究
・
研
修
セ
ン

タ
ー
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
施
設
拡
充

を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル

理
工
大
学
の
学
生
お
よ
び
教
員
を
高

知
工
科
大
学
の
博
士
課
程
留
学
生
と

し
て
受
け
入
れ
る
活
動
も
開
始
し
て

お
り
、
2
0
0
7
年
10
月
に
は
男
子
学

生
1
名
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
）
が
入

学
し
て
い
る
。
2
0
0
8
年
4
月
に
は

女
性
教
員
1
名（
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

の
入
学
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
寄
付

2
0
0
6
年
12
月
に
高
知
工
科
大

学
は
モ
ン
ゴ
ル
理
工
大
学
に
対
し
て
20

台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
寄
付
し
た
。
こ

れ
は
高
知
工
科
大
学
の
事
務
局
で
使

用
さ
れ
て
い
た
旧
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

あ
り
、
当
初
は
廃
棄
処
分
が
予
定
さ

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る（
写
真
2
）
。
寄
付

の
前
に
個
人
情
報
保
護
の
た
め
の
ハ
ー

ド
デ
ィ
ス
ク
交
換
と
、
メ
モ
リ
の
増
設

を
行
い
、
航
空
便
で
発
送
し
た
。
こ
れ

ら
の
増
設
・
梱
包
作
業
は
高
知
工
科

大
学
の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施

し
た（
写
真
3
）
。
彼
ら
は
以
下
の
よ
う

な
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

●

廃
棄
処
分
さ
れ
る
パ
ソ
コ
ン
を
す
べ

て
買
い
取
る
と
教
授
が
言
っ
た
と
き

は
本
当
に
驚
い
た
。
自
分
た
ち
で
修

理
し
て
途
上
国
の
学
生
た
ち
に
使

っ
て
も
ら
う
。
す
ご
い
経
験
で
し
た

（
工
学
部
3
年
女
子
学
生
）。

●

国
際
協
力
な
ん
て
考
え
た
こ
と
が

な
か
っ
た
。
古
い
パ
ソ
コ
ン
を
自
分

た
ち
で
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
、
梱
包

し
モ
ン
ゴ
ル
に
送
る
。
大
変
だ
っ
た

け
れ
ど
、
国
際
協
力
を
実
感
。
も

の
を
大
切
に
使
う
こ
と
を
学
び
ま

し
た（
工
学
部
3
年
男
子
学
生
）。

寄
付
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
用

状
況
に
つ
き
、
2
0
0
7
年
10
月
に
モ

ン
ゴ
ル
を
訪
問
し
た
際
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た

（
写
真
4
）
。

●

建
設
工
学
科
の
約
1
0
0
0
人
の
学

生
に
対
し
て
寄
付
し
た
も
の
を
含

め
て
全
40
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
教

育
・
研
究
活
動
に
供
さ
れ
て
い
る
。

●

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
演
習
室
は
朝
8
時
か

ら
夜
9
時
ま
で
講
義
や
演
習
に
使

用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
学
生
が
自
由

に
使
用
で
き
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
な
い
。

モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
大
学
間
連
携
に
よ
る

人
材
育
成
・
技
術
開
発
活
動

協
定
学
協
会

草
柳
俊
二
／
ニ
ラ
ウ
ラ
・
ラ
ジ
ェ
ン
ド
ラ
／
五
艘
隆
志
（
高
知
工
科
大
学
）

写真1 モンゴル理工大学

写真2 廃棄処分前のコンピュータ

写真3 高知工科大学学生のコンピュータ増設作業
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モ
ン
ゴ
ル
に
限
ら
ず
途
上
国
に
お
い

て
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
絶
対
数
が
不
足

し
て
お
り
、
学
生
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

使
用
機
会
を
拡
大
す
る
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
旧
型
と
い
え
ど
も
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
需
要
が
き
わ
め
て
大
き

く
、
寄
付
に
対
し
て
大
変
な
感
謝
を

い
た
だ
い
た
。
モ
ン
ゴ
ル
理
工
大
学
か

ら
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
追
加
寄
付
も
依

頼
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
増
設
・
梱
包
作
業
は
高
知
工
科

大
学
の
学
生
に
と
っ
て
も
貴
重
な
国

際
協
力
の
体
験
と
な
っ
た
。

学
会
連
携
に
よ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

2
0
0
7
年
7
月
8
日
に
は
土
木

学
会
と
モ
ン
ゴ
ル
土
木
学
会
共
催
に
よ

る
ジ
ョ
イ
ン
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
た
。
詳
細
は
土
木
学
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め

本
稿
で
は
重
複
を
避
け
る
。
当
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
は
モ
ン
ゴ
ル
理
工

大
学
と
高
知
工
科
大
学
も
運
営
へ
の

協
力
を
行
っ
た
。

書
籍
の
寄
付
お
よ
び
出
張
講
義

モ
ン
ゴ
ル
理
工
大
学
は
建
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
関
す
る
資
料
の
不
足
を
訴
え
て
お

り
、
英
文
書
籍
の
寄
付
も
実
施
し
た
。

ま
た
、
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
講

義
開
講
要
請
が
あ
り
、
2
0
0
7
年
10

月
2
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
出
張
講

義
を
実
施
し
た（
写
真
5
）
。
講
義
内
容

を
契
約
管
理
、
コ
ス
ト
管
理
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
管
理
、
品
質
管
理
、
技
術
者
教

育
・
倫
理
、
コ
ス
ト
／
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管

理
演
習
と
し
て
講
義
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
整

備
し
、
学
部
生
・
修
士
課
程
学
生
を
対

象
と
し
た
16
時
間
1
単
位
の
正
式
な

講
義
科
目
と
し
て
実
施
し
た
。
こ
う

い
っ
た
内
容
の
講
義
は
モ
ン
ゴ
ル
で
は

あ
ま
り
実
施
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

り
、
新
鮮
な
内
容
で
あ
っ
た
と
い
う
学

生
の
コ
メ
ン
ト
が
多
か
っ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
に
限
ら
ず
、
発
展
途
上
国

の
社
会
基
盤
整
備
事
業
の
実
態
を
み

る
と
、
植
民
地
時
代
の
宗
主
国
や
O

D
A
資
金
提
供
国
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
い

る
の
が
実
態
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
発

展
途
上
国
の
人
び
と
は
、
自
身
の
技

術
レ
ベ
ル
と
乖
離
し
た
、
あ
る
い
は
社

会
的
実
態
と
適
合
し
な
い
諸
問
題
を

抱
え
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し

て
い
る
。
こ
れ
は
発
展
途
上
国
の
自
主

的
発
展
に
大
き
な
ブ
レ
ー
キ
と
な
っ
て

い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
の
場
合
は
ロ
シ
ア
の

シ
ス
テ
ム
を
基
本
と
し
、
現
在
で
は
中

国
、
韓
国
、
日
本
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
が

導
入
さ
れ
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
の
状
況

に
適
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
構
築
が
必
要
で
あ
り
、
こ

の
研
究
を
行
っ
て
い
く
基
盤
と
し
て
、

書
籍
の
寄
付
や
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
講
義

は
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
活
動
予
定

こ
う
い
っ
た
活
動
は
発
展
途
上
国
の

大
学
が
人
材
育
成
・
技
術
開
発
活
動

を
自
ら
行
い
、
先
進
国
か
ら
の
技
術
移

転
窓
口
に
な
る
と
い
う
一
つ
の
事
例

で
あ
る
。
今
後
は
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
を
中
心
と
し
た

共
同
研
究
活
動
、
官
庁
・
民
間
企
業
に

お
け
る
現
役
技
術
者
を
対
象
と
し
た

研
修
開
講
な
ど（
2
0
0
8
年
1
月
）

の
活
動
を
予
定
し
て
い
る
。

写真4 コンピュータを使用しているモンゴル理工大学学生と、コン
ピュータ演習室入口掲示「この演習室のコンピュータは、日
本の高知工科大学より寄贈されました（モンゴル語と日本語）」

写真5 出張講議


